
一般社団法人国際介護人材育成事業団 

2023 度 第１回理事会議事録 

日 時：2023 年 6 月 24 日（土）15 時 00 分～17 時 10 分 

会 場：パルシステム生活協同組合連合会 2 階第１会議室と WEB 会議のハイブリッド型 

出席者：（理事） 金澤 剛 小沼 正昭 小國 英夫 佐藤 健二 

 宮脇 棟次郎 宮本 信 菊地 剛    松下 啓子 WEB 

（監事） 石原 温 沖倉 紅児 

オブザーバー： 江口 幸一  清田 隆広  山田 養平  ティダー キィ  

中島 早紀  上野 歩 WEB   島 村 宏 WEB 小糸 孝一  *WEB  

大塚 禎 WEB   南本 孝二 WEB  又賀 良子 WEB   余田 正典 WEB  

古石 隆光 WEB  エティマ WEB 

配布書類：第２回理事会議案書 

 

○招集と定足数 

金澤理事長より、6 月 16 日、定款 35 条 1 項に基づき、2023 年度第１回理事会を招集

したこと、又、15 時現在、理事総数の過半数以上の理事 8 名全員が出席し、定款 37 条 1

項に基づき、本理事会は有効に成立したことが報告された。 

尚、本理事会は、新型コロナウイルスの感染拡大の防止の観点から、実出席の他、各役

員（理事）並びにオブザーバーの職場並びに自宅をつなぐ WEB 会議システムを用いて実

施した。 

次に、金澤理事長が議長に就き、出席者の音声が即時に他の出席者に伝わり、出席者が

一堂に会するのと同等に適時的確な意見表明が互いにできる状態となっているのを確認し

た。その後、議長が開会を宣言し、議事に入った。 

 

○特別報告１「コミュニケーション調査」の報告 

 小國理事が「コミュニケーション調査」の報告書に基づき、本調査の概要とアンケート調

査結果の特徴、インタビュー調査の進捗状況等について特別報告した。 

 ８月、この報告書の精査並びにインタビュー調査の結果も組み入れた小冊子を発行する

こと、そして、小冊子の有効な活用方法について検討していくことを確認した。 

 

○審議事項 

第１号議案 正社員（団体）の入社承認の件 

議長は、小沼専務理事より、議案書に基づき、第１号議案の提案要旨等を説明させ、質疑

の後、議場に諮ったところ、下記の正社員（団体）の入社を、全員異議なく賛成、可決した。 

◇社会福祉法人 白川園（理事長 吉良 朋広）：熊本県熊本市東区小山町 



◇株式会社パルライン（代表取締役 太田 賜嗣夫）：東京都江東区千石） 

◇株式会社パル・ミート（代表取締役 島田 朝彰）：千葉県習志野市実籾 

◇アビリティーズ・ケアネット株式会社（代表取締役 伊東 弘奏）：東京都渋谷区代々木                

 

第２号議案 役員（理事）の報酬額の決定の件 

議長は、佐藤理事より、議案書に基づき、第２号議案の提案要旨等を説明させ、質疑の後、

議場に諮ったところ 、全員異議なく賛成、可決した。 

 

第３号議案 2022 年度理事会運営について 

議長は、小沼専務理事より、議案書に基づき、第３号議案の提案要旨等を説明させ、質疑

の後、議場に諮ったところ 、全員異議なく賛成、可決した。 

 

第４号議案 「介護福祉士合格サポートプログラム」の構築と業務委託締結の件 

議長は、小沼専務理事より、議案書に基づき、第４号議案の提案要旨等を説明させ、質疑

の後、賛成多数で賛成、可決した。 

質疑では、介護福祉士資格取得のための支援活動は受け入れ事業所の仕事としよう、この支

援業務を専門的な業者に委ねることは、受け入れ事業所の空洞化やこの支援活動の実現で

得られる外国人スタッフのロイヤリティを獲得するチャンスを失うこと等の懸念が指摘さ

れた。 

 

第５号議案 会員証の件 

 議長は、宮本理事より、経過と第５号議案の提案要旨等を説明させ、質疑の後、議場に諮

ったところ 、全員異議なく賛成、可決した。 

尚、会員証の発行にあたり、ロゴ制作の著作権の確認やロゴの商標登録の必要性などを確認

の上、具体化することを確認した。 

 

○一般報告 

議長は、議案書に基づき、小沼専務理事並びに宮本理事、佐藤理事、ティダー事務局より、

一括して報告事項を説明させ、質疑を行った。下記のような報告、要望、意見等を受けた。 

・６月 16 日（金）を、34 名が参加した。うち、第 5 期生も 17 名が参加。とても大好評で、

親睦が深められ、有意義な一日だったと報告を受けた。 

・3 期生の進路説明会を開催したが、コロナ禍、経過からも 1，2 期生と比較して事業団を

知る機会が少なく、実際に日本語教育や支援相談など環境に恵まれていることが知られ

ていない実態にあるとの指摘があった。 

・転職を伴う帰国（脱退１時金請求を含む）は、航空券と年金申請を事業団が行うこと。同



じ受入機関で再雇用する場合は、各受入機関で年金申請を行い、航空券の手配は事業団が

行うことを確認した。 

・地方の特定技能就労者のパスポートの更新に大変な時間を要した。東京のミャンマー大使

館に直接届けて、早めることを検討してもらえないか、との要望を受けた。 

 現状では難しいが、今後、事業団と受入機関との事務業務の再整理と新たな棲み分けの確

立を通じて、その可能性を追及していくことを確認した。 

 

その後、議事審議を終了し、17 時 10 分に閉会を宣言して散会した。 

 

以上、相違ありません。 

 

2023 年 6 月 24 日 

 一般社団法人 国際介護人材育成事業団  

 

代表理事   金澤 剛 理事  小沼 正昭 理事  小國 英夫 

 

理事    佐藤 健二 理事  松下 啓子 理事  宮本 信 

 

理事    宮脇 棟次郎   理事  菊地 剛 

 

監事    石原 温 監事 沖倉 紅児 

 

 


